膀胱尿路上皮内癌患者のp16,pRbおよびp53の発現様式とBCG膀胱注入療法に対する応答との関連性 by Sato, Masakazu
氏 名
授 与 し た 学 位
専 攻 分 野 の 名 称
学 位 授 与 番 号
学位授与の 日付
学位授与 の要件
学 位 論 文 題 目













論 文 審 査 委 員 教授 公文 裕巳 教授 清水 憲二 准教授 荻野 哲也










論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究は､膜批上皮内癌(CIS)患者の初回 BCG治療に対する応答と臨床病理学的事項､
細胞周期 G卜S期移行に関連する分子であるp16､pRbおよび p53発現の関係を免疫組織
化学的手法を用いて検討したものであるoその結果､27人の対象患者のうち､それぞれ
の過剰発現は37%､41%､48%に見られ､初回BCG治療は21人 (78%)で有効であったo
p16､p53の過剰発現と初回 BCG治療の効果に相関はなかったが､pRbの過剰発現を示す
患者はBCG治療に対する反応性が有意に低下していた(p=0.027)｡pRb過剰発現が膜脱cIS
に対するBCG治療の不応性を予測しうることを示した価値ある業績と判断される｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
